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Ⅰ 新技術の解説 
１ 要旨 

福島県は夏秋期におけるカラーの⼀⼤産地である。産地の維持・発展を図るため、鮮やかな⻩⾊
の⼤型な畑地性カラー「福島 3 号」を育成した。育成経過や主な特性については以下のとおりであ
る。 

（１）花⾊は鮮やかな⻩⾊で、仏炎苞はロート型で⼤きい(表１、図 1)。 
（２）草型は直⽴で、葉の形はやじり形。斑が線上に⼊る(図 2)。 
（３）花茎⻑は 65〜75 ㎝であり、切り花⻑の確保が容易である。花⽴ち数は球根 100g 当たり 0.8〜 

2.8 本である(表 1)。 
（４）球根は、⺟球の周囲に⼦球が多く発⽣し、球根数の増加による再利⽤が可能である(表 2)。 
（５）畑地性カラー品種「ブラックマジック」を⼦房親、「ベストゴールド」を花粉親として交配して 

育成された品種である。 
 
２ 期待される効果 
（１）仏炎苞が⼤型で切り花⻑を確保できることから、アレンジメントや装飾のメインの花材として 

⾼単価が⾒込める。 
 
３ 適⽤範囲 
（１）福島県全域 
 
４ 普及上の留意点 
（１）⾼温条件では軟腐病の発病度が⼤きくなる傾向があることから、球根の再利⽤を確保するた 

め、球根消毒や⼟壌消毒等の軟腐病対策は必ず⾏う。  



 
Ⅱ 具体的データ等 

 
 

 
1) 球根肥⼤率＝掘上後の総球根重／定植前の総球根重×100 総球根重は⽔分量 60％での補正値 
2) 球根増殖率＝掘上後の総球根数／定植前の総球根数×100 
3) 開花⾒込球根数の割合=翌年開花が⾒込まれる 30g 以上の掘上球根数/掘上後の球根数×100 
4) 軟腐病発⽣度＝Σ（発病指数×株数）/（調査株数×５）×100 
  発病指数（０：無病徴、１：球根の⼀部に病徴有り、２：球根の 3 割程度に病徴有り、３：球根の半分程度に病徴有り、４：球根の 8 割程度、 

5：球根腐敗) 
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（２）研究課題名 競争⼒と個性のある花き品種の育成 
３ 主な参考⽂献・資料 

 

⾼さ
（cm）

幅
（cm）

⻑さ
（cm）

福島３号 1.4 71.5 59.7 1.8 11.8 6.6 7.9 9.9
ﾌﾞﾗｯｸｱｲﾄﾞﾋﾞｭｰﾃｨ 2.1 57.9 48.0 4.2 10.7 4.6 5.9 10.4

ｸﾘｽﾀﾙﾌﾞﾗｯｼｭ 4.4 29.1 13.9 20.9 9.4 4.5 5.8 5.8

仏炎苞
平均茎径

(mm)
系統名

平均
花茎⻑
(cm)

平均
切り花重

(g)

奇形花率
（％）

花⽴ち数
(本/球根

100g)

試験場所 系統名 試験年度
球根肥⼤率1)

（％）
球根増殖率2)

（％）

開花⾒込
球根数の割合3)

(％)
軟腐病発病度4)

2017年 118.4 220.0 34.1 53.3

2018年 37.0 65.0 22.2 58.5

2017年 269.8 315.0 47.6 50.9

2018年 116.6 100.0 75.0 46.4

2017年 141.0 270.0 38.5 33.3

2018年 25.1 45.0 66.7 66.3

2017年 233.8 480.0 38.5 33.3

2018年 193.6 160.0 61.3 33.3
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図 1 カラー「福島３号」の仏炎苞（左：上部 右：側⾯） 

図 2 カラー「福島３号」の 
草姿 

表１ カラー「福島３号」の収量及び切り花特性(2016 年 所内試験(郡⼭市)) 

表２ カラー「福島３号」の球根増殖特性（2017、2018 現地試験） 


